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展覧会紹介

1945（昭和20）年、広島は原爆投下により焼け野原となりました。その未曾有の状態を指して「75年間（70年間）は草木

も生えぬ」と語られましたが、生活の再建や街の復興に努めた多くの人たちの尽力により、今日の姿に至りました。

広島という街は、これまで国内外の写真家によって、様々な視点から撮影されてきました。そこには、原爆被害に迫る写

真だけではなく、広島に住まう人々の何気ない、しかし、かけがえのない日常を捉えた写真も多く見られます。

本展は、広島県出身の６人の写真家が撮影した広島に焦点を当てるものです。松重美人（1913－2005）は被爆直後の

罹災者を撮影することに躊躇しながらもカメラを向けました。明田弘司（1922－2015）は、戦後、温かな眼差しで広島の復

興を記録に留めました。オリンピック選手であった髙田静雄（1909－1963）は、原爆症を患ってからは、平和な日常を写

すことに情熱を傾けました。迫幸一（1918－2010）は、郷土の風景や人々の営みを造形的な観点で捉え、国際的評価を

受けました。藤岡亜弥（1972－）や笹岡啓子（1978－）は、体験し得ない、しかし潜在する原爆の記憶を、今日的な視点か

ら表現しようとしています。本展では、戦後から現代へと移り変わる広島において、いかに6人写真家たちが日常の情景を

写真という手法で留めようとしたかを辿ります。

作家紹介

1945（昭和20）年8月6日午前8時15分、原爆投下によって、広島は未曽有の被

害をこうむりました。立ち昇るきのこ雲を捉えた写真は複数残されていますが、こ

の日の被災者の姿は、松重が撮影した5枚の写真しかありません。

御幸橋西詰にて撮られた写真には20人余りが撮影されていますが、ひとりひと

りの顔ははっきりと写ってはいません。多くの人たちは全身に火傷を負って苦しん

でおり、「あまりにもむごくてもう撮れなかった」と松重は述べています。新聞記者

という立場ではありましたが、突如奪われた日常を撮影することは容易ではあり

ませんでした。

松重 美人 （1913－2005）

明田は、戦後60年余りにわたり、広島が荒廃から復興し、今日に至るまでの様相を撮影し続けました。混迷した時代で

あったにも関わらず、写真に悲壮感は殆ど見られません。そこには、逞しく生きる人々を被写体とし、希望を託そうとした

様子が垣間見えます。

報道写真の先駆者である名取洋之助が広島を訪れた際には、「広島市は原爆ですべて焼き尽くされた。元に戻るのに

これから何年かかるか分からないが、皆さんはそれを記録しなさい」と教示を受けます。このことが転機となり、当時29歳

であった明田は、広島を写真に残し続けました。

明田 弘司 （1922－2015）

《御幸橋西詰 8月6日午前11時頃》

昭和20（1945）年 中国新聞社所蔵
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髙田は1936（昭和11）年、砲丸投げの日本代表としてベルリン・オリンピック

に出場しました。「砲丸王」と呼ばれ、1934（昭和9）年に樹立した日本記録は

29年間破られませんでした。

1945（昭和20）年、中国配電（現・中国電力）での勤務中に被爆し、生涯、原

爆症に苛まされました。身体が思うように動かなくなったため、長男の助けを借

りながら二人三脚で撮影地に出向いたといいます。アスリートの喜びや悲しみ

を自分ならば鮮明に写し出せると考え、近隣の学校の運動部などを訪問し、写

真を残しました。また、自身が住んでいた己斐の街の風景も数多く撮影してお

り、そこには何気ない日常に平和を見出した髙田の考え方が垣間見えます。

髙田 静雄 （1909－1963）

迫の若い頃の夢は、詩人になることでした。しかし、文学的才能の限界を自

覚し、小学校5年生から慣れ親しんでいたカメラの世界へ入り込んだといいま

す。彼の作品に見られる、抒情性豊かな人物や風景、幾何学性を活かした抽

象的な表現には、こうした思想背景が感じられます。

原爆被災後の混乱期は、職場を転々とする中、焦燥感から脱出することを求

め、悪天候の日も写真撮影に没頭したといいます。原爆ドームを撮影した写真

も多く見られますが、撮影の根底には「全世界の人々に戦争の恐ろしさ、むな

しさを伝え、心から平和への気持ちを新たにさせてくれる」という思いがありま

した。

迫 幸一 （1918－2010）

広島市内に生まれた笹岡は、上京してこの地を一度離れたときに、平和記念

公園の「ぽっかりがらんとした」空間に違和感を覚えるようになったといいます。

2001（平成13）年から継続的に制作・発表されている『PARK CITY』は、爆心

地であった平和記念公園とその周辺を撮影したシリーズです。原爆投下前の中

島地区は、現在と異なり、商店や民家に加え、旅館や映画館などがひしめく繁

華街でした。作者は、こうした薄れていく被爆の記憶を現在に見出だそうとする

の一方で、知識や想像によって安易に過去を理解したつもりになることへ警鐘

を鳴らします。

笹岡 啓子 （1978－）

作家紹介

《仲良し》昭和13（1938）年
写真提供：髙田トシアキ

《息吹》昭和29（1954）年
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『PARK CITY』より 平成30（2018）年
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【媒体掲載用の画像提供について】

※いかなる場合も本プレスリリースからの転用はご遠慮ください。

※都合により出品作品が異なる場合がございます。ご了承ください。

※画像については提供が可能です。ご掲載の際に画像がご入り用の場合は、当館までお問い合わせください。

※画像掲載の際には、画像とテキストが掲載されたレイアウト原稿を事前に当館までご提出いただき、

1週間程度お時間を頂戴いたします。ご了承ください。

問い合わせ先

広島県立美術館

〒730-0014 広島市中区上幟町2-22
TEL.082-221-6246 FAX.082-223-1444

E-mail iroeuma2@gmail.com

担当 学芸課 山下 寿水

総務課 広報担当 一色 直香、弘津 かおる

2013（平成25）年、藤岡はニューヨークでの4年半の滞在を終え、広島市内の

川沿いにアパートを借りて生活を始めます。この川の街を歩き回る中で、これ

まで撮影されていなかった新たな広島像を見出し、『川はゆく』というシリーズ

につながりました。

作家は、過去と同居しながらも日常を生きる人たちの姿を照らし出そうとしま

した。川は上流から下流へと流れます。しかし、潮の満ち引きによって流れは

ときに逆になると、暮らしの中で気付いたといいます。時間は、常に未来へと

流れ続けますが、ときに埋もれた下層の記憶が逆流によって巻き上がるかの

ように、その写真は、過去の広島を現在の眼に浮かび上がらせます。

藤岡 亜弥 （1972－）

作家紹介

『川はゆく』より 平成26（2014）年

ふじ おか あ や
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